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　表
題
の
意
味
に
つ
い
て
は
二
通
り
の

説
が
あ
る
。「
人
に
情
け
を
か
け
て
助

け
て
や
る
こ
と
は
、
結
局
は
そ
の
人
の

た
め
に
な
ら
な
い
」
と
い
う
解
釈
と
、

「
人
に
情
け
を
か
け
て
お
く
と
、
巡
り

巡
っ
て
結
局
は
自
分
の
た
め
に
な
る
」

と
い
う
採
り
方
。
正
し
い
の
は
後
者
だ

が
、
両
説
は
真
逆
の
解
釈
で
あ
る
た
め

要
注
意
。
と
は
い
え
、
報
い
を
期
待
し

て
他
者
に
善
行
を
施
す
と
い
う
の
も
い

か
が
な
も
の
で
あ
り
、「
わ
ら
し
べ
長

者
」
で
も
あ
る
ま
い
し
、
報
い
が
あ
っ

た
と
し
て
も
結
果
論
と
い
え
よ
う
。

　先
日
、
故
中
村
哲
医
師
を
現
地
で
長

年
に
わ
た
っ
て
支
え
た
看
護
師
、
藤
田

千
代
子
さ
ん
の
講
演
を
聴
く
機
会
が

あ
っ
た
。
故
人
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で

医
療
や
開
拓
な
ど
人
道
支
援
に
貢
献
。

水
が
あ
れ
ば
多
く
の
病
気
や
貧
困
、
難

民
問
題
を
解
決
で
き
る
と
し
て
、
医
師

な
が
ら
各
所
に
井
戸
を
掘
り
、
総
延
長

25
㌔
に
及
ぶ
用
水
路
を
完
成
さ
せ
農
地

を
拓
い
た
こ
と
は
有
名
。
３
年
前
に
武

装
勢
力
の
銃
撃
を
う
け
志
半
ば
で
亡
く

な
っ
た
。

　数
多
く
の
名
言
を
残
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
「
我
々
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

に
与
え
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
実

は
人
間
と
し
て
何
が
本
当
に
大
切
な
も

の
か
を
、
彼
ら
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
て

い
る
」
と
の
一
節
は
印
象
深
い
。
己
の

人
生
の
大
半
を
飢
餓
と
紛
争
の
異
国
で

過
ご
し
、
そ
の
地
に
自
ら
の
命
ま
で
捧

げ
る
こ
と
に
な
る
男
が
、
現
地
か
ら
授

か
っ
た
「
本
当
に
大
切
な
も
の
」
と
は

何
で
あ
っ
た
の
か―

。

　そ
れ
は
、
人
間
の
生
き
て
い
く
術
と

し
て
食
べ
る
こ
と
の
重
要
性
や
大
自
然

へ
の
畏
怖
、
普
遍
的
な
母
性
愛
、
そ
れ

ぞ
れ
の
民
族
の
伝
統
・
文
化
へ
の
崇

敬
、
真
の
平
和
の
意
味…

な
ど
に
な
ろ

う
か
。
故
人
が
表
題
の
意
味
を
意
識
し

て
い
た
か
知
る
由
も
な
い
が
、
あ
の
世

で
は
現
世
の
功
徳
が
報
わ
れ
、
先
に
病

没
し
た
愛
息
と
癒
し
の
時
を
過
ご
す

〝
情
け
〞
に
浴
し
て
い
る
こ
と
を
祈
る

ば
か
り
だ
。
改
め
て
合
掌
し
つ
つ
、
不

肖
私
も
同
窓
（
九
州
大
学
）
の
端
く
れ

と
し
て
、〝
情
け
〞
に
拘
っ
た
人
生
を

歩
ん
で
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
募
ら

せ
て
い
る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
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情
け
は
人
の
た
め
な
ら
ず

情
報
を
集
約
し
災
害
対
応
を
強
化

　６
消
防
本
部
は
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
１
１
９
番
通
報

を
受
け
て
災
害
発
生
場
所
を
把
握
し
、

消
防
車
や
救
急
車
の
出
動
を
指
示
し
て

い
ま
す
。こ
う
し
た
消
防
指
令
業
務
を
、

１
カ
所
の
指
令
セ
ン
タ
ー
に
集
約
。
情

報
の
一
括
管
理
と
指
揮
命
令
系
統
の
統

一
に
よ
り
、
隣
接
す
る
地
域
の
災
害
に

も
、
迅
速
に
連
携
し
て
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　共
同
運
用
は
令
和
６
年
４
月
１
日
に

開
始
。
な
お
、
令
和
６
年
２
月
か
ら
順

次
、
各
消
防
本
部
の
１
１
９
番
回
線
を

共
同
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
に
切
り
替

え
、
仮
運
用
を
行
う
予
定
で
す
。
詳
し

く
は
消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９
へ
。

新型コロナウイルス感染症相談窓口

発熱等の症状がある人の相談
　まずは、かかりつけ医に電話で相談してください。医
療機関が休みのときやかかりつけ医のいない人は、「きょ
うと新型コロナ医療相談センター」に相談してください。
・同センター
　☎075(414)5487、F075(414)5990
　メール  coronasoudan@pref.kyoto.lg.jp
　受付時間：24時間対応　

陽性者の症状悪化時の相談
・府療養者相談ダイヤル ☎075(708)7159
　受付時間：24時間対応

ワクチンの副反応等に関すること
・府コロナワクチン副反応相談センター
　☎075(414)5490、F075(708)3744
　メール  coronavaccine-call@pref.kyoto.lg.jp
　受付時間：午前９時～午後６時

ワクチン接種の予約・問い合わせ
・市新型コロナワクチン接種コールセンター
　☎(42)0020、F(42)5488
　受付時間：平日午前８時45分～午後５時15分

　感染症法上の位置付けが５類に移行した後の対応に
ついては、本紙５月号を参照してください。 　皆さんの思い出を新図書館へ！カウンターで配布

する桜の紙に現図書館の「良い思い出」を書いてく
ださい。

ひ
ら

す
べ

い
や

こ
だ
わ

共
同
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　運
用
が
始
ま
り
ま
す

令
和
６
年
４
月
か
ら

共同消防指令センターを構成する
消防本部（市町）
・綾部市消防本部（綾部市）
・福知山市消防本部（福知山市）
・舞鶴市消防本部（舞鶴市）
・京丹後市消防本部（京丹後市）
・京都中部広域消防組合消防本部
 （亀岡市・南丹市・京丹波町）
・宮津与謝消防組合消防本部
 （宮津市・伊根町・与謝野町）

共同消防指令センターの設置場所
福知山市消防防災センター２階
（福知山市東羽合町46番地の１）

共同消防指令センターＱ＆Ａ
Ｑ　119番通報を受信する区域
が広がりますが、場所の特定は
すぐにできますか。

A　共同消防指令センターには、
最新のシステムを導入します。
システムに備わっている高性能
な検索機能により、瞬時に通報
場所の特定が可能です。

A　これまでどおり、各
市町を管轄する消防署か
ら出動します（市内は、
市消防署と上林出張所か
ら出動します）。

Ｑ　消防車や救急車はど
こから出動しますか。

＜問い合わせ＞ 図書館 ☎（42）6980、F（42）4570

見本付きキット
「おばけモビールを
  作ろう！」を配布！
　　 ※先着100人

時間：午前11時～

「綾部市図書館の思い出」展示会「綾部市図書館の思い出」展示会「綾部市図書館の思い出」展示会

人形劇
「だるまちゃんと
　 てんぐちゃん」
　　　　　　　　 など

人形劇
「だるまちゃんと
　 てんぐちゃん」
　　　　　　　　 など

人形劇
「だるまちゃんと
　 てんぐちゃん」
　　　　　　　　 など

８月27日(日)

８月27日(日)まで

図書館は８月28日（月）に休館します。図書の返却は９
月10日（日）までに。返却ポストへの返却も可能です。

　
本
市
を
含
む
府
中
・
北
部
地
域
の
６
消
防
本
部
は
令
和
６
年
度

か
ら
、
１
１
９
番
通
報
な
ど
を
受
け
る
消
防
指
令
業
務
の
共
同
運

用
を
開
始
し
ま
す
。
近
年
の
激
甚
化
、
大
規
模
化
す
る
災
害
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
広
域
的
な
応
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。（
記
事

Ｉ
Ｄ
３
０
６
４
）

※定員70人。８月１日(火)
　から図書館で配布するチ
　ケットが必要。電話予約
　もできます。

共同消防指令センタ
ーには、構成消防本
部から派遣された職
員が勤務します。
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に
対

応
で
き
る
よ
う
、
広
域
的
な
応
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。（
記
事

Ｉ
Ｄ
３
０
６
４
）

※定員70人。８月１日(火)
　から図書館で配布するチ
　ケットが必要。電話予約
　もできます。

共同消防指令センタ
ーには、構成消防本
部から派遣された職
員が勤務します。
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　市はこのほど、「子育て親子健康づくり事業」を開始しました。来年２月18日ま
で、親子の健康づくりをサポートする講座などを水夢に委託して行っています。生後２
カ月から小学６年生までの子どもとその保護者が対象で、参加は無料。運動不足の解消
や親子の交流の機会にぜひご利用ください。

　ピアノの生演奏と英語の声掛けに合わせて体を動かす
「リトミック」の講座。親子一緒に遊びながら英語に親し
めます。

足育に！ヨガに！
親子の健康づくりを応援

６/18 英語リトミック
～Happy！Music and English♪～

申し込みはこちらから▶

　子どもの健やかな成長に必要な足を育てる「足育」を学
ぶ教室です。この日は足のマッサージや、足の指でグー・
チョキ・パーのじゃんけんをする体操などを実践。運動の
土台となる足裏を鍛える方法を体験しました。

６/25 足育子ども運動塾

レッツゴー！

ゴロゴロ～

ジャーンプ！

いち、に
いち、に

参
加
者
の
声

豊田嵩さん、
　　千夏ちゃん

初めて聞く足育の話。知らない
ことが多く、足の大切さが分か
りとても勉強になりました。今
後も子どもと一緒にできること
を続けていきたいです。

お化けに
変身したよ！

片足ケンケンで前に跳ぶ
運動が楽しかった！

松下里香さん、湊くん

英語リトミックは初めてです。子ども
が英語に触れる良い機会になりました。
私も一緒に体を動かして楽しめました。

　観光協会（平野正明会長）は６月30日、駅
前通りの観光案内所を訪れる人に夏の雰囲気
を楽しんでもらおうと「あやべ観光案内所七
夕交流会」を開催。綾部保育園の５歳児15人
が「おはなやさんになりたい」「りょうりをつ
くるひとになりたい」「かめんらいだーになり
たい」などの願いを込めた色とりどりの短冊
をササに飾り付けた後、童謡「たなばたさま」
を元気よく合唱しました。

願い事かなうといいな

　プロ卓球選手の大島祐哉さんが６月30日、母
校の豊里中学校を訪れ全校生徒94人に向けて講
演しました。前半は、大島選手と兄の将樹さん
によるラリーの実演のほか、生徒代表が模擬試
合を体験。後半の生徒からの質問コーナーでは
「夢をかなえるために大切なこと、今できるこ
とはありますか」の問いに、大島選手は「目標

を決め、それに向かって
100㌫の努力をすること。
まずは小さな目標を設定
し、一つずつクリアして
いく積み重ねが大事」と
アドバイスしました。

卓球・大島祐哉選手が母校で講演

　東綾小中一貫校＝写真上＝と上林小・中一貫校
＝写真下＝が６月５日、日本河川協会から河川の
自然保護などの活動に功績のあった団体に贈られ
る河川功労者表彰を受賞。学校や地域で河川の大
切さを伝えてきた両校の取り組みが評価されまし
た。
　東綾小中一貫校は小学４年生が、上林小・中一
貫校は小学４年生と７年生（中学１年生）が「上
林川を守る会」などの協力で、15年以上にわたり
上林川の水生生物調査を実施。調査の成果は学習
発表会や文化祭で地域住民に披露し、清流を守る
意識を広めます。
　両校の児童・生徒は「みんなの頑張りが認めら
れてうれしい」「川遊びで友達と打ち解けられた。
これからも美しい川を守りたい」と受賞を喜びま
した。

令和５年河川功労者表彰を受賞
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⑮
あ
い
ア
カ
デ
ミ
ー
第
１
講
座

「
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
た
だ
ひ
と
り
」

│
性
の
多
様
性
を
受
け
容
れ
る
│

理
解
し
て
く
れ
る
人
は
必
ず
い
る

　
講
師
は
大
江
山
鬼
そ
ば
屋
（
福
知
山

市
）
の
共
同
店
長
、
中
村
麻
美
さ
ん
＝

写
真
左
＝
と
な
ゝ
姫
こ
と
佐
々
井
飛
矢

文
さ
ん
＝
写
真
右
。
佐
々
井
さ
ん
は
心

に
男
女
両
方
の
性
を
持
つ
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
（
少
数
者
）
で
、
中
村
さ
ん
は

そ
ん
な
佐
々
井
さ
ん
を
理
解
し
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。

　
佐
々
井
さ
ん
は
、
し
て
は
い
け
な
い

こ
と
と
し
て
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
（
暴
露
）

を
挙
げ
「
他
人
の
性
や
性
的
指
向
を
勝

手
に
話
し
て
し
ま
う
こ
と
は
駄
目
な
こ

と
。
こ
れ
は
個
人
情
報
で
、
個
人
の
趣

味
だ
か
ら
で
す
。
他
人
の
こ
と
を
根
掘

り
葉
掘
り
聞
く
べ
き
で
は
な
い
、
と
い

う
一
般
論
と
同
じ
」
と
説
明
。
そ
し
て
、

「
私
は
性
に
つ
い
て
悩
み
始
め
て
か
ら
、

麻
実
さ
ん
の
よ
う
な
人
に
出
会
う
ま
で

15
年
か
か
っ
た
。
悩
ん
で
い
る
人
が
い

た
ら
『
ど
こ
か
に
分
か
っ
て
く
れ
る
人

が
い
る
と
信
じ
て
生
き
て
ほ
し
い
』
と

伝
え
て
く
だ
さ
い
」
と
、
参
加
者
に
話

し
ま
し
た
。

ひ
と
り
の
個
人
と
し
て
話
を
聞
い
て

　
中
村
さ
ん
は
、
佐
々
井
さ
ん
と
初
め

て
会
っ
た
と
き
「
こ
う
い
う
人
も
い
る

ん
や
な
と
思
い
、
こ
の
人
自
身
に
興
味

を
持
っ
た
」
と
回
顧
し
、「
悩
ん
で
い

る
人
が
い
た
ら
、
性
的
な
問
題
で
は
な

く
、
人
生
の
悩
み
と
同
じ
だ
と
思
っ
て

話
を
聞
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
特
別

な
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

６
月
６
日
に
開
催
し

た
男
女
共
同
参
画
を
考

え
る
講
座
「
あ
い
ア
カ

デ
ミ
ー
第
１
講
座
」
の

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る
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つながろう

手話
で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

〈問い合わせ〉
京都みんなのおうちに太陽光事務局
☎0120(623)100　平日午前10時～午後６時

両手の親指を立て、左右から他
の４指を２回軽く付け合わせる

今
月
の
手
話

相
談
す
る

「宗教や人種、出身などと同じで、
いろんな人がいるだけ。目の前
の人を大切にしてください」と
伝える佐々井さん

あやべっ子
もぐもぐ
通信

　市内の全小・中学校の給食
は、各学校で給食調理員が心
を込めて作る自校調理方式。
地域の農産物の使用や工夫を
凝らした献立などで、安全・
安心でおいしい給食を作って
います。

※写真は綾部小学校。各学校の実情に応じてメニューをアレンジしています。

旬の玉ねぎたっぷり
「玉ねぎの味噌汁」

ネギの香り豊
かな

「鯖のねぎじ
ょうゆ煮」

暑い夏でも
さっぱり食べられる
「野菜の塩もみ和え」

6月15日(木)「ご飯の日」
　定番の味噌汁と甘辛く煮付けたサバでご飯が進む
献立。暑さが増してきたこの日はプール開きがあり、
お腹がすいてみんな食欲旺盛でした。

　エ
ア
コ
ン
な
ど
の
電
気
代
が
気
に
な

る
こ
の
頃
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
を
検
討
し
て
み
ま
せ
ん
か
。太
陽
光
発

電
設
備
の
メ
リ
ッ
ト
や
、
お
得
に
設
備
を

購
入
で
き
る
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

自
家
発
電
で
電
気
代
節
約
も

　
太
陽
光
パ
ネ
ル
は
自
宅
の
屋
根
な
ど

に
設
置
し
、
日
常
生
活
に
使
う
電
気
を

自
家
発
電
す
る
設
備
で
す
。
発
電
し
た

電
気
は
そ
の
ま
ま
自
家
消
費
す
れ
ば
、

電
力
会
社
へ
支
払
う
電
気
代
の
節
約
に

な
る
ほ
か
、
余
っ
た
電
気
は
売
電
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
で
発
電
し

た
電
気
を
貯
め
て
お
く
蓄
電
池
を
設
置

す
る
と
、
発
電
で
き
な
い
夜
間
に
も
活

用
可
能
。
災
害
な
ど
で
停
電
し
た
と
き

な
ど
に
役
立
ち
ま
す
。

　
市
は
太
陽
光
・
蓄
電
池
に
関
す
る
補

助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
自
家
発
電
を
検
討
し
て
み
ま
せ
ん

か
。（
記
事
Ｉ
Ｄ
９
６
９
、
３
１
３
７
）

共
同
購
入
で
お
得
に

　
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
蓄
電
池
を
府
内
全

域
で
共
同
購
入
す
る
こ
と
で
設
置
コ
ス

ト
が
抑
え
ら
れ
る
「
み
ん
な
の
お
う
ち

に
太
陽
光
」
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　
購
入
プ
ラ
ン
は
▽
太
陽
光
パ
ネ
ル

（
10 

kW
未
満
）
の
み
▽
太
陽
光
パ
ネ
ル

（
10 

kW
未
満
）
と
蓄
電
池
▽
蓄
電
池
の

み
（
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
済
み
の
人

向
け
）―

の
３
つ
。
購
入
希
望
者
の
募

集
は
９
月
５
日（
火
）ま
で
で
す
。
事
業

の
詳
細
は
「
京
都
み
ん
な
の
お
う
ち
に

太
陽
光
」
で
検
索
す
る
か
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

環
境
コ
ラ
ム

あ
な
た
の
家
に
も
太
陽
光
発
電
を

本共同購入事業は京都府・京都市とアイチュー
ザ―が協定を締結して実施しています

市役所

すみれ会の皆さん

大福をまとめて購入した女性は「子どもたちに送
りたい」と笑顔

特
産
品
づ
く
り
で
地
域
を
元
気
に

　上
林
・
大
町
交
差
点
を
舞
鶴
方
面
へ

２
㌔
ほ
ど
進
ん
だ
五
津
合
町
の
集
落
、

清
水
。
平
成
25
年
に
、
住
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
集
落
を
目
指
し
て
、
水
源

の
里
に
加
盟
し
ま
し
た
。
活
動
の
中
心

は
、
産
品
の
加
工
・
販
売
を
通
じ
た
、

地
域
の
ふ
れ
あ
い
づ
く
り
と
水
源
の

里
・
清
水
の
Ｐ
Ｒ
。
そ
の
活
動
を
担
っ

て
き
た
の
が
女
性
グ
ル
ー
プ
の
す
み
れ

会
で
す
。

　同
会
は
、
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
で
地
域

の
特
産
品
を
販
売
し
よ
う
と
平
成
７
年

に
女
性
15
人
が
集
ま
っ
て
発
足
。「
地

元
産
の
も
ち
米
や
小
豆
を
使
っ
た
大
福

が
と
て
も
人
気
で
す
。
活
動
が
盛
ん
な

時
は
１
日
１
５
０
０
個
作
っ
た
こ
と

も
。
活
動
は
大
変
だ
け
ど
、
地
域
の
人

と
交
流
で
き
て
生
き
が
い
に
な
っ
て
い

ま
す
」
と
笑
い
ま
す
。

　近
年
は
高
齢
化
に
よ
り
清
水
の
活
動

は
縮
小
傾
向
に
。
清
水
の
代
表
、
鎌
部

俊
夫
さ
ん
は
「
最
近
２
世
帯
の
移
住
が

あ
り
住
民
み
ん
な
喜
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
、
も
っ
と
集
落
を
元

気
に
し
た
い
」
と
力
強
く
語
り
ま
す
。

水
源
の
里
・

　清 
水

私
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ

と
、あ
や
べ
水
源
の
里
。

そ
の
活
動
を
順
に
紹
介

し
な
が
ら
、
集
落
の
元

気
の
ヒ
ミ
ツ
や
日
々
を

楽
し
く
暮
ら
す
コ
ツ
を

探
り
ま
す
。

ま  

み

と  

し

ふ
み
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写
真
右
。
佐
々
井
さ
ん
は
心

に
男
女
両
方
の
性
を
持
つ
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
（
少
数
者
）
で
、
中
村
さ
ん
は

そ
ん
な
佐
々
井
さ
ん
を
理
解
し
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。

　
佐
々
井
さ
ん
は
、
し
て
は
い
け
な
い

こ
と
と
し
て
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
（
暴
露
）

を
挙
げ
「
他
人
の
性
や
性
的
指
向
を
勝

手
に
話
し
て
し
ま
う
こ
と
は
駄
目
な
こ

と
。
こ
れ
は
個
人
情
報
で
、
個
人
の
趣

味
だ
か
ら
で
す
。
他
人
の
こ
と
を
根
掘

り
葉
掘
り
聞
く
べ
き
で
は
な
い
、
と
い

う
一
般
論
と
同
じ
」
と
説
明
。
そ
し
て
、

「
私
は
性
に
つ
い
て
悩
み
始
め
て
か
ら
、

麻
実
さ
ん
の
よ
う
な
人
に
出
会
う
ま
で

15
年
か
か
っ
た
。
悩
ん
で
い
る
人
が
い

た
ら
『
ど
こ
か
に
分
か
っ
て
く
れ
る
人

が
い
る
と
信
じ
て
生
き
て
ほ
し
い
』
と

伝
え
て
く
だ
さ
い
」
と
、
参
加
者
に
話

し
ま
し
た
。

ひ
と
り
の
個
人
と
し
て
話
を
聞
い
て

　
中
村
さ
ん
は
、
佐
々
井
さ
ん
と
初
め

て
会
っ
た
と
き
「
こ
う
い
う
人
も
い
る

ん
や
な
と
思
い
、
こ
の
人
自
身
に
興
味

を
持
っ
た
」
と
回
顧
し
、「
悩
ん
で
い

る
人
が
い
た
ら
、
性
的
な
問
題
で
は
な

く
、
人
生
の
悩
み
と
同
じ
だ
と
思
っ
て

話
を
聞
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
特
別

な
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

６
月
６
日
に
開
催
し

た
男
女
共
同
参
画
を
考

え
る
講
座
「
あ
い
ア
カ

デ
ミ
ー
第
１
講
座
」
の

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る
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つながろう

手話
で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

〈問い合わせ〉
京都みんなのおうちに太陽光事務局
☎0120(623)100　平日午前10時～午後６時

両手の親指を立て、左右から他
の４指を２回軽く付け合わせる

今
月
の
手
話

相
談
す
る

「宗教や人種、出身などと同じで、
いろんな人がいるだけ。目の前
の人を大切にしてください」と
伝える佐々井さん

あやべっ子
もぐもぐ
通信

　市内の全小・中学校の給食
は、各学校で給食調理員が心
を込めて作る自校調理方式。
地域の農産物の使用や工夫を
凝らした献立などで、安全・
安心でおいしい給食を作って
います。

※写真は綾部小学校。各学校の実情に応じてメニューをアレンジしています。

旬の玉ねぎたっぷり
「玉ねぎの味噌汁」

ネギの香り豊
かな

「鯖のねぎじ
ょうゆ煮」

暑い夏でも
さっぱり食べられる
「野菜の塩もみ和え」

6月15日(木)「ご飯の日」
　定番の味噌汁と甘辛く煮付けたサバでご飯が進む
献立。暑さが増してきたこの日はプール開きがあり、
お腹がすいてみんな食欲旺盛でした。

　エ
ア
コ
ン
な
ど
の
電
気
代
が
気
に
な

る
こ
の
頃
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
を
検
討
し
て
み
ま
せ
ん
か
。太
陽
光
発

電
設
備
の
メ
リ
ッ
ト
や
、
お
得
に
設
備
を

購
入
で
き
る
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

自
家
発
電
で
電
気
代
節
約
も

　
太
陽
光
パ
ネ
ル
は
自
宅
の
屋
根
な
ど

に
設
置
し
、
日
常
生
活
に
使
う
電
気
を

自
家
発
電
す
る
設
備
で
す
。
発
電
し
た

電
気
は
そ
の
ま
ま
自
家
消
費
す
れ
ば
、

電
力
会
社
へ
支
払
う
電
気
代
の
節
約
に

な
る
ほ
か
、
余
っ
た
電
気
は
売
電
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
で
発
電
し

た
電
気
を
貯
め
て
お
く
蓄
電
池
を
設
置

す
る
と
、
発
電
で
き
な
い
夜
間
に
も
活

用
可
能
。
災
害
な
ど
で
停
電
し
た
と
き

な
ど
に
役
立
ち
ま
す
。

　
市
は
太
陽
光
・
蓄
電
池
に
関
す
る
補

助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
自
家
発
電
を
検
討
し
て
み
ま
せ
ん

か
。（
記
事
Ｉ
Ｄ
９
６
９
、
３
１
３
７
）

共
同
購
入
で
お
得
に

　
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
蓄
電
池
を
府
内
全

域
で
共
同
購
入
す
る
こ
と
で
設
置
コ
ス

ト
が
抑
え
ら
れ
る
「
み
ん
な
の
お
う
ち

に
太
陽
光
」
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　
購
入
プ
ラ
ン
は
▽
太
陽
光
パ
ネ
ル

（
10 

kW
未
満
）
の
み
▽
太
陽
光
パ
ネ
ル

（
10 

kW
未
満
）
と
蓄
電
池
▽
蓄
電
池
の

み
（
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
済
み
の
人

向
け
）―

の
３
つ
。
購
入
希
望
者
の
募

集
は
９
月
５
日（
火
）ま
で
で
す
。
事
業

の
詳
細
は
「
京
都
み
ん
な
の
お
う
ち
に

太
陽
光
」
で
検
索
す
る
か
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

環
境
コ
ラ
ム

あ
な
た
の
家
に
も
太
陽
光
発
電
を

本共同購入事業は京都府・京都市とアイチュー
ザ―が協定を締結して実施しています

市役所

すみれ会の皆さん

大福をまとめて購入した女性は「子どもたちに送
りたい」と笑顔

特
産
品
づ
く
り
で
地
域
を
元
気
に

　上
林
・
大
町
交
差
点
を
舞
鶴
方
面
へ

２
㌔
ほ
ど
進
ん
だ
五
津
合
町
の
集
落
、

清
水
。
平
成
25
年
に
、
住
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
集
落
を
目
指
し
て
、
水
源

の
里
に
加
盟
し
ま
し
た
。
活
動
の
中
心

は
、
産
品
の
加
工
・
販
売
を
通
じ
た
、

地
域
の
ふ
れ
あ
い
づ
く
り
と
水
源
の

里
・
清
水
の
Ｐ
Ｒ
。
そ
の
活
動
を
担
っ

て
き
た
の
が
女
性
グ
ル
ー
プ
の
す
み
れ

会
で
す
。

　同
会
は
、
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
で
地
域

の
特
産
品
を
販
売
し
よ
う
と
平
成
７
年

に
女
性
15
人
が
集
ま
っ
て
発
足
。「
地

元
産
の
も
ち
米
や
小
豆
を
使
っ
た
大
福

が
と
て
も
人
気
で
す
。
活
動
が
盛
ん
な

時
は
１
日
１
５
０
０
個
作
っ
た
こ
と

も
。
活
動
は
大
変
だ
け
ど
、
地
域
の
人

と
交
流
で
き
て
生
き
が
い
に
な
っ
て
い

ま
す
」
と
笑
い
ま
す
。

　近
年
は
高
齢
化
に
よ
り
清
水
の
活
動

は
縮
小
傾
向
に
。
清
水
の
代
表
、
鎌
部

俊
夫
さ
ん
は
「
最
近
２
世
帯
の
移
住
が

あ
り
住
民
み
ん
な
喜
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
、
も
っ
と
集
落
を
元

気
に
し
た
い
」
と
力
強
く
語
り
ま
す
。

水
源
の
里
・

　清 
水

私
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ

と
、あ
や
べ
水
源
の
里
。

そ
の
活
動
を
順
に
紹
介

し
な
が
ら
、
集
落
の
元

気
の
ヒ
ミ
ツ
や
日
々
を

楽
し
く
暮
ら
す
コ
ツ
を

探
り
ま
す
。

ま  

み

と  

し

ふ
み


